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特集記事  議員定数削減

提
案
理
由

　

近
年
の
社
会
情
勢
を
鑑か

ん
が

み
、
議
会
改
革
お
よ
び
町

の
財
政
改
革
の
推
進
に
資

す
る
た
め
。

質
　
　
疑

定
数
削
減
は
、
町
民

の
声
が
届
き
に
く
く

な
る
。
提
案
理
由
の
、
近

年
の
社
会
情
勢
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
。

ど
の
よ
う
に
財
政
改
革
の

推
進
に
資
す
る
の
か
。

平
成
31
年
の
選
挙
で

は
、
渋
川
・
安
中
・

み
ど
り
・
南
牧
・
中
之
条

吉
岡
町
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正

　

定
例
会
初
日
、
議
会
改

革
推
進
特
別
委
員
会
か
ら

の
議
員
定
数
を
16
人
か
ら

14
人
に
す
る
、
議
員
定
数

条
例
を
一
部
改
正
す
る
条

例
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
、
質
疑
、
討
論

を
経
て
、即
日
採
決
さ
れ
、

賛
成
14
反
対
１
に
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
次
期
４
月

選
挙
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
、
関
係
条
例
の
見

直
し
を
行
い
、
平
成
31
年

第
１
回
定
例
会
の
上
程
に

向
け
調
整
。

の
５
市
町
村
で
定
数
が
削

減
さ
れ
る
。
吉
岡
は
人
口

が
増
え
て
い
る
が
支
出
も

増
え
、
楽
な
財
政
で
は
な

い
。
議
員
自み

ず
か

ら
町
民
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
ま
た
自
治

会
連
合
会
か
ら
、
定
数
削

減
の
要
望
書
が
出
て
い
る
。

十
分
な
討
議
が
さ
れ

て
い
な
い
。
迅
速
な

採
決
を
さ
け
、
自
由
闊か

っ
た
つ達

な
論
議
を
し
て
結
論
を
だ

す
べ
き
で
は
。

委
員
会
と
し
て
は
、

十
分
に
論
議
し
て
い

る
。

１６から１４へ
４月選挙から適用 

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
、
10

日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
議
案
11
件
・
委
員

会
発
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
。
請
願
は
１
件
が

継
続
審
査
、
１
件
は
不
採
択
。
陳
情
は
１
件
が
採
択
で
、
１
件
は

不
採
択
で
し
た
。

問

問

答

答

議会改革推進
特別委員会

（山
や ま は た

畑 祐
す け お

男 委員長）

特
集

一
般
会
計 

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他

委員会発議
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議案番号

議員名

議案名

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

発委第2号 議会議員定数条例の一部改正 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －
可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

　議会というのは、二元代表制と言われ、町長が提案したもの
が、住民にとって良い事なのか、悪い事なのか１６人の目で確認
し賛成・反対となります。
　その行政に対する監視役の目が少なくなればなるほど、行政に
対するチェックが甘くなるのが当然です。
　また町民隅々の声が行政に届かなくなることを懸念します。
　このような観点から定数条例の改正に反対するものであります。

　町では、昭和５３年に定数を２２人、平成９年に２０人、１７
年に１６人としました。
　この間削減して、審議が不十分、執行の監視を十分にできなく
なる、町民の意見・要望を町政に反映させることが不十分、とい
うことはありませんでした。
　定数を削減し、効率的な議会運営をすることで、財政面にも多
少の改善が図られると思います。
　以上のようなことから、私の賛成討論といたします。

　町では人口増で、町民税が増えています。大変喜ばしいこと
です。
　ですが、保育園・小中学校の建設事業も増えています。また扶
助費の伸びも顕著です。
　現状況下、議員として、町の財政改革に資するため、議員の資
質向上を図るため、とりわけ近年の県内市町村の状況を見まして
も、定数削減１６人から１４人は肝要な判断と理解します。
　以上のような理由から、私の賛成討論といたします。

小池 春雄 議員
こ い け は る お

竹内 憲明 議員
たけうち のりあき

金谷 康弘 議員
か な や やすひろ

けんちょ

ふ

じょ

かんよう

け  ねんすみずみ

特
集

一
般
会
計

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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一般会計
補正予算

  歳入の主な補正

  歳出の主な補正

　歳入歳出予算にそれぞれ１億２５６１万円を追加し、総額７６億５６５９万円と
しました。

駒小体育館解体工事に着手

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
車

対
応
化
事
業
費
と
し
て
２
千

万
円
の
補
正
だ
が
増
額
の
内
容
は
。

現
在
上
り
線
側
の
工
事
を
し

て
い
る
が
、
側
道
の
全
面
通

行
止
め
を
避
け
る
た
め
、
新
た
に

仮
設
道
路
や
全
区
間
の
安
全
対
策

な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
。

農
業
再
生
協
議
会
６
３
９
万

円
の
内
容
は
。

農
家
の
経
営
や
農
地
利
用
状

況
の
管
理
・
活
用
を
し
や
す

く
す
る
た
め
、
農
地
の
管
理
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
そ

の
資
金
を
農
業
再
生
協
議
会
に
補

助
す
る
も
の
。

問

問

答

答

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型
化

農
業
再
生
協
議
会

平成３２年度の供用開始に向け工事が進む
駒寄スマート IC

入学式後、解体および新築工事始まる駒小体育館

特
集

一
般
会
計 

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他

  増 額　
国・県支出金…………………………………７２８１万円
　子どものための教育・保育給付費
　経営所得安定対策等推進事業費など
諸収入…………………………………………１６０１万円
　駒寄スマートＩＣ大型化事業に係る
　前橋市負担金など
町債……………………………………………６６８０万円
　駒小体育館改築事業
　吉中校舎増築事業など

  減 額
繰入金…………………………………………２８０５万円
　教育文化振興基金などで、駒小体育
　館改築事業費が増額したため、財源
　を町債に振り替え

  増 額
民生費　
　児童保育費…………………………………４０４４万円
　医療費…………………………………………７１８万円
農林水産業費　
　農業振興費……………………………………６３９万円
　（農業再生協議会補助金）
土木費　
　都市施設費…………………………………２０００万円
　（駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業費）
教育費
　学校建設費…………………………………４５２５万円
　（駒小体育館改築工事費および設計業務委託費）

  減 額
農林水産業費
　林業振興費……………………………………５７５万円
　（林道改良工事用地買収費）

平成31年春

関
連
記
事 

→ 

P.10

関
連
記
事 

→ 

P. 6
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会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 １億２５６１万円 ７６億５６５９万円

特
別
会
計

公共下水道事業 ４１万円 ４億４８６１万円

国民健康保険事業 １００万円 １９億２５９２万円

農業集落排水事業 ３６万円 １億５８１４万円

介護保険事業 ▲４９万円 １４億８４９７万円

後期高齢者医療事業 ９０万円 １億８８７４万円

企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 ３４万円 ４億　３４０万円

資本的収支 　　　２３２１万円 ３億　４５５万円

平成３０年度　各会計別補正予算の状況 （万円未満は四捨五入）

陳
情
第
１
号　

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

五
い が ら し

十嵐  善
よ し か ず

一　議員

請願・陳情

件　　名 請願・陳情者 紹介議員 結　果

請願

第１号
「会計年度任用職員制度施行に伴う臨
時・非常勤職員の地位・待遇改善を
求める」意見書提出を要請する請願

群馬県自治体一般労働組合
執行委員長　宮内　政己 小池　春雄 継続審査

第２号 国に対し「消費税増税中止を求める
意見書」の提出を求める請願

渋川北群馬民主商工会
　　　　　　行方　良平 小池　春雄 不採択

賛成1　反対14

陳情

第１号 臓器移植の環境整備を求める意見書
の採択を求める陳情

移植ツーリズムを
考える会
群馬県担当　金井　愛華

― 不採択
賛成4　反対11

第２号 歯周疾患検診の拡充に関する陳情
一般社団法人
渋川北群馬歯科医師会
　　　会長　宮下　隆敬

― 採択
賛成15　反対0

特
集

一
般
会
計

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他

　日本での臓器移植の現状は、臓器提供者数が
移植希望者数を大きく下回っている状況が続
き、提供者や臓器提供施設が少ないことが指摘
されています。イスタンブール宣言を履

り こ う

行し
ていくためにも、より多くの国民が、国内で
臓器移植を受けられる環境を整備していくこ
とが必要であると考えます。以上の理由から、
賛成討論といたします。

討  

論
討  

論

採択
に賛成
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　総務常任委員会が６日、文教厚
生常任委員会が７日、産業建設常
任委員会が10日に行われ、付託
された議案などについて審査しま
した。

プ
ー
ル
跡
地
を
駐
車
場
に
利
用

農
業
経
営
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用

公
共
下
水
道
の
区
域
拡
大

文教
厚生

総務産業
建設

　

議
案
５
件
、
陳
情
２
件

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

町
民
プ
ー
ル
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

町
民
プ
ー
ル
廃
止
後

は
。

65
台
程
度
の
駐
車
場

と
し
て
利
用
。

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

今
回
の
改
正
の
要
点

は
。

福
祉
医
療
費
支
給
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
、

入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
、
対
象
者
の
う
ち
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人

は
、
支
給
の
対
象
か
ら
外

れ
る
。従

来
の
支
給
対
象
者

の
人
数
は
。

重
度
心
身
障
害
者
２

１
８
人
、
高
齢
重
度

障
害
者
２
０
９
人
の
計
４

２
７
人
。

改
正
に
よ
る
対
象
外

の
人
数
と
負
担
額
は
。

１
７
８
人
で
、
入
院

時
、
食
事
代
と
し
て

１
食
あ
た
り
４
６
０
円
を

負
担
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

葬
祭
費
１
０
０
万
円
の

増
額
補
正
の
内
容
は
。

当
初
予
算
で
は
、
28

人
１
４
０
万
円
を
計

上
し
た
が
、
９
月
時
点
で
16

人
80
万
円
の
支
出
と
な
っ

た
た
め
、
今
回
20
人
分
の
増

額
補
正
を
実
施
す
る
も
の
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
20

万
円
増
額
の
内
容
は
。

一
人
当
た
り
２
万
円

の
補
助
で
、
10
人
分

を
増
や
し
た
も
の
。

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

数
の
推
移
は
。

高
齢
化
に
伴
い
、
後

期
高
齢
者
が
増
え
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
も
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
議
案
2
件
、
請
願
２
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

農
業
再
生
協
議
会
補

助
金
６
３
９
万
円
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
導

入
の
利
活
用
は
。

町
や
農
業
委
員
会
で

の
活
用
と
と
も
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
で
農

　
議
案
４
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
条
例
の
改
正

新
規
負
担
区
の
受
益

者
負
担
金
の
金
額
と

算
出
の
考
え
は
。

負
担
金
は
、
１
㎡
あ

た
り
４
０
０
円
。
受

益
者
負
担
金
は
、
下
水
道
を

整
備
す
る
事
に
よ
っ
て
利
益

を
受
け
る
人
が
事
業
費
の
一

部
を
負
担
す
る
も
の
。

家
に
も
活
用
し
て
も
ら
う
。

難
聴
児
補
聴
器
購
入

支
援
助
成
金
が
増
額

に
な
っ
た
が
。

補
助
対
象
が
片
耳
か

ら
両
耳
に
広
が
っ
た

た
め
。地

域
特
産
品
生
産
体

制
構
築
事
業
（
小
倉

乾
燥
芋
）の
進
捗ち

ょ
く

状
況
は
。

供
用
開
始
予
定
区
域

の
住
民
に
対
し
、
事

業
計
画
な
ど
の
周
知
は
。

平
成
31
年
４
月
に
供

用
開
始
と
な
る
区
域

か
ら
、
順
次
、
住
民
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。今
後
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
通
じ
て
周
知
す
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

農
業
集
落
排
水
事
業

の
分
担
金
の
額
と
公

貯
蔵
施
設
の
設
置
が

完
了
。
同
施
設
で
の

保
存
実
験
を
開
始
し
た
。

駒
小
体
育
館
改
築
工

事
設
計
業
務
委
託
８

９
６
万
円
の
増
額
は
。

設
計
途
中
で
計
画
変

更
が
生
じ
、
新
た
に

設
計
の
見
直
し
が
必
要
に
な

っ
た
た
め
。

共
下
水
道
事
業
の
負
担
金

の
違
い
は
。

農
業
集
落
排
水
事
業

の
分
担
金
は
１
戸
あ

た
り
29
万
円
で
、
公
共
下
水

道
事
業
の
負
担
金
の
算
定
基

準
は
土
地
面
積
。

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

老
朽
管
更
新
事
業
の

増
額
理
由
と
工
事
内

容
は
。補

助
金
の
追
加
交
付

に
よ
る
事
業
費
増
で
、

次
年
度
以
降
の
事
業
か
ら
石

綿
管
更
新
１
８
２
ｍ
を
前
倒

し
で
行
う
。

問

問問

問問問

問

問

問

問

問

問

問問

問

答

答

答答

答

答

答 答

答

答答答

答

答答

特
集

一
般
会
計 

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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議案番号

議員名

議案名

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

発委第2号 議会議員定数条例の一部改正…
２・３ページ 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ －

議案第48号

防災行政無線施設の設置及び管
理に関する条例の一部改正…屋
外スピーカー設備の増設に伴う
所要の改正。

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第49号

福祉医療費支給に関する条例の
一部改正…福祉医療制度におけ
る重度心身障害者などの入院時
食事療養費標準負担額の見直
し。６ページ

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第50号
下水道事業受益者負担に関する
条例の一部改正…新規拡大区域
の負担金額の制定。６ページ

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第51号

町民プールの設置及び管理に関
する条例の廃止…町民プールの
廃止に伴う条例の廃止。６ペー
ジ

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第52号 平成 30年度一般会計補正予算…４ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第53号 平成 30年度公共下水道事業特別会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第54号 平成 30年度国民健康保険事業特別会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第55号 平成 30年度農業集落排水事業特別会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第56号 平成 30年度介護保険事業特別会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第57号 平成 30年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第58号 平成 30年度水道事業会計補正予算…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願第2号
国に対し「消費税増税中止を求
める意見書」の提出を求める請
願…５ページ

1 14 否 × × × × × × × × × × × × × ○ × －

陳情第1号
臓器移植の環境整備を求める意
見書の採択を求める陳情…５
ページ

4 11 否 × × × ○ × × × × ○ × × ○ × ○ × －

陳情第2号 歯周疾患検診の拡充に関する陳
情…５ページ 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
議長は採決に加わっていないため「－」で表示

賛否一覧

特
集

一
般
会
計

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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議員 4 人議員 4 人一般
質問

 ■岸　祐次議員（９ページ）	
１．町政の運営と次期について
２．第５次総合計画の実現は
　　現状・課題・解決策について
３．小・中学校教育について

■金谷　康弘議員（１０ページ）
１．都市計画関連
２．教育、保育関連
３．役場業務関連

■小池　春雄議員（１１ページ）
１．教育環境の充実
２．道路整備
３．子育て支援

■五十嵐　善一議員（１２ページ）
１．自殺防止策について
２．児童虐待について
３．都市計画道路・漆原総社線について
４．障害者雇用について

１２月定例会の一般質問は４日に行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に
備えてある会議録で確認できます。
また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は、執行機関が提出した
議案と関係なく、町の行政全般にわたって、

議員個人が執行機関に質問し、
見解を求めるものです。

吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人６０分以内の持ち時間があります。

特
集

一
般
会
計 

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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吉
中
生
徒
の
模
擬
議

会
の
開
催
は
。

教
育
施
設
の
建
設
予

定
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　
今
後
の
工
事
は
、

駒
小
体
育
館
改
築
・
吉
中

校
舎
増
築
。

地
域
資
源
を
生
か
し

た
、
商
品
開
発
支
援

と
雇
用
対
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

小

倉
乾
燥
芋
の
６
次
産

業
化
や
、
進
出
が
見
込
ま

れ
る
大
型
商
業
施
設
へ
の

雇
用
を
要
望
し
て
い
る
。

高
渋
バ
イ
パ
ス
に
新

た
な
バ
ス
路
線
は
。

産
業
建
設
課
長　

今

後
、
県
や
バ
ス
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
検
討

し
た
い
。

仮
称
「
南
下
城
山
防

災
公
園
」
の
完
成
後

の
利
活
用
は
。

産
業
建
設
課
長　

景

観
は
、素
晴
ら
し
い
。

町
の
観
光
資
源
と
し
て
、

魅
力
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

職
員
の
確
保
や
政
策

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
。

総
務
政
策
課
長　

人

材
の
確
保
は
、
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

個
別
事
案
や
町
の
特
性
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

新
聞
を
活
用
し
た
授

業
は
。

教
育
長　

新
聞
の
授

業
は
、
厳
し
い
社
会

変
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
「
今
」
を
取
り
入
れ
た

教
育
で
あ
り
、
情
報
活
用

能
力
を
育は

ぐ
く

む
教
材
の
一
つ

と
し
た
い
。

英
語
教
育
の
現
状
と

今
後
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

平
成
32
年
度
か

ら
次
期
学
習
指
導
要
領
が

全
面
実
施
と
な
り
、
英
語

は
３
・
４
年
生
が
15
時
間

か
ら
35
時
間
へ
、
５
・
６

年
生
は
50
時
間
か
ら
70
時

間
の
授
業
と
な
る
。

　  

考
え
て
い
き
た
い

吉
中
生
徒
の
模
擬
議
会
の
開
催
は

町
長　

現
在
明
小
の

児
童
が
行
っ
て
い
て
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
中
学
生

も
考
え
て
い
き
た
い
。

子ども議会で小学生の質問に答える町長

岸
き し

　祐
ゆ う じ

次  議員

次
期
町
政
の
運
営
は
。

町
長　
「
将
来
に
責
任

を
持
つ
町
政
を
」
を

基
本
理
念
に
、
走
り
続
け

て
き
た
。
し
か
る
べ
き
時

が
来
れ
ば
、
後
援
会
や
関

係
者
と
相
談
し
決
め
た
い
。

町
政
運
営
の
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
と
は
。

町
長　

町
民
や
周
囲

の
人
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
町
の
状
況
を
把
握

し
、
決
断
す
る
こ
と
。

健
診
の
受
診
率
の
向

上
策
は
。

町
長　

現
在
「
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
の

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

問

問 問

問

問

問

問問問

問 問 答

答

答 答

答

答

答答答

答 答

 　しかるべき時に
 　決めたい

次期町政の
運営は

答

答

録画映像は
こちらをCHECK

特
集

一
般
会
計

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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町
外
の
保
育
園
な
ど
に
も

要
望
が
あ
れ
ば
心
理
士
を

派
遣
す
る
な
ど
、
事
業
の

拡
大
を
検
討
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に

心
理
士
の
確
保
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
当

面
は
派
遣
の
心
理
士

の
確
保
に
重
点
を
置
き
、

事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

早
期
に
計
画
し
、
確
保
に

努
力
。産

業
建
設
課
に
お
け

る
、
農
業
政
策
と
都

市
計
画
の
相
反
す
る
業
務

体
制
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

総
務
政
策
課
長
　
農

政
と
都
市
計
画
の
土

地
利
用
規
制
双
方
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
た
一
体
的
な

政
策
立
案
に
は
、
一
定
の

合
理
性
が
あ
る
と
考
え
、

こ
の
体
制
で
こ
こ
数
年
進

め
て
き
た
。
今
後
ど
の
よ

う
な
体
制
が
ベ
ス
ト
か
政

策
課
題
に
応
じ
て
検
討
。

健
康
福
祉
課
の
一
般
・

特
別
会
計
に
占
め
る

金
額
の
多
さ
。
子
ど
も
・
高

齢
者
・
医
療
・
福
祉
と
範
囲

言
語
通
級
指
導
教
室

を
情
緒
ま
で
拡
大
を
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長
　
言
語
に
限
ら
ず

他
の
障
害
へ
の
体
制
が
と

れ
る
よ
う
に
、
現
在
管
理

規
則
の
改
正
作
業
を
進
め

て
い
る
。

臨
床
心
理
士
に
よ
る

保
育
園
・
幼
稚
園
訪

問
事
業
の
拡
大
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
園

へ
の
訪
問
回
数
を
増

や
し
、
町
の
児
童
が
通
う

金
か な や

谷 康
や す ひ ろ

弘  議員

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
、

農
政
協
議
の
進
捗ち

ょ
く

状

況
、
今
後
の
手
続
き
は
。

町
長
　
現
状
、
都
市

計
画
（
案
）
の
作
成

は
概お

お
む

ね
完
了
し
、
農
振
除

外
に
向
け
た
※
農
政
協
議

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

協
議
が
整
い
次
第
「
都
市

計
画
変
更
手
続
き
に
着

手
」
し
、
平
成
31
年
度
上

四
半
期
中
で
の
「
県
土
地

利
用
基
本
計
画
の
変
更
」、

夏
頃
ま
で
の
「
都
市
計
画

変
更
手
続
き
・
都
市
計
画

決
定
」
を
見
込
む
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

大
型
車
対
応
化
の
進

捗
は
。産

業
建
設
課
長
　
用

地
取
得
が
完
了
し
、
平

成
32
年
の
秋
頃
完
成
予
定
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
の
開
発

地
は
同
Ｉ
Ｃ
に
直
結

し
、
年
間
６
０
０
万
人
の

集
客
が
見
込
ま
れ
る
。
物

産
館
な
ど
の
充
実
を
。

産
業
建
設
課
長
　
期

待
さ
れ
る
交
流
人
口

を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
、

売
り
場
の
確
保
に
向
け
ジ

ョ
イ
フ
ル
と
協
議
を
進
め

て
い
る
。

同
Ｉ
Ｃ
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
、
概
略
検
討

の
内
容
は
。

産
業
建
設
課
長
　
現

在
基
本
的
事
項
の
整

理
を
進
め
て
い
る
。
今
後

バ
ス
会
社
の
協
力
を
得
て
、

課
題
の
抽
出
・
問
題
解
決

を
検
討
。

答

答答答

答

答

答

　  

他
の
障
害
へ
の
対
応
を
検
討
中

通
級
指
導
教
室
の
充
実
を

ジョイフル
農政協議の
今後は

ジョイフルの建設が待たれる予定地

答

問

問

問問問

問

問

問 問

答

答

 　平成３１年夏
　 「都市計画決定」
　 見込む

録画映像は
こちらをCHECK

の
広
さ
に
関
す
る
認
識
は
。

総
務
政
策
課
長
　
高

齢
化
社
会
で
公
的
支

援
は
、
高
齢
者
・
障
害
者
・

子
ど
も
な
ど
、
区
別
な
い

地
域
包
括
支
援
が
必
要
。

つ
ま
り
、
同
課
が
抱
え
る

諸
問
題
を
包
括
的
に
解
消

す
る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
現
状
の
体

制
も
一
定
の
合
理
性
が
あ

る
と
判
断
。
し
か
し
状
況

な
ど
考
慮
し
、
ど
の
よ
う

な
体
制
が
ベ
ス
ト
か
検
討
。

答

特
集

一
般
会
計 

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他

※農政協議
都市計画決定にあたり、県・町農政部局と農業
上の土地利用の調整を図ること。

ミ
ニ
解
説
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町
で
新
年
度
か
ら
実
施
で

き
な
い
か
。

町
長　

国
の
制
度
設

計
、
そ
れ
に
と
も
な

う
県
の
対
応
を
考
え
合
わ

せ
、町
の
方
針
を
決
め
る
。

費
と
し
て
５
０
０
万
円
を

助
成
。
当
面
こ
の
方
法
で

支
援
を
続
け
る
。

平
成
31
年
10
月
の
消

費
税
引
き
上
げ
に
合

わ
せ
、
保
育
料
の
無
料
化

が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

増
設
な
ど
、学
校
・
自
治
会
・

警
察
・
県
な
ど
と
引
き
続

き
連
携
し
て
い
く
。

給
食
費
へ
の
支
援
拡

充
、
全
額
無
料
が
無

理
な
ら
半
額
で
も
。

町
長　

平
成
27
年
度

か
ら
、
子
ど
も
１
人

年
間
１
万
４
５
０
円
を
補

助
。
本
年
度
は
さ
ら
に
、

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
食
材

小
こ い け

池 春
は る お

雄  議員

平
成
25
年
国
民
生
活

基
盤
調
査
で
は
、
24

年
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

16
・
3
％
で
６
人
に
１
人

が
貧
困
の
状
態
。
豊
か
で

あ
る
日
本
で
も
、
貧
困
の

た
め
教
育
の
機
会
に
恵
ま

れ
ず
、
結
果
就
職
に
際
し

て
も
不
利
益
な
状
況
を
も

た
ら
す
格
差
が
生
じ
て
い

る
。
こ
れ
ら
実
態
か
ら
判

断
し
、
町
は
現
状
に
即
し

た
制
度
の
活
用
を
促う

な
が

し
、

子
ど
も
の
思
い
が
か
な
う

施
策
に
努
め
る
べ
き
と
思

う
が
、
町
の
考
え
を
。

町
長　

保
護
者
の
経

済
的
な
理
由
な
ど
で
、

学
齢
期
の
児
童
生
徒
の
就

学
が
困
難
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

必
要
な
援
助
を
行
う
。
ま

問答

　 教育は将来を
　 担

に な

う子への
 　投資

就学支援の
充実を

答

た
教
育
は
町
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資

で
あ
り
、
町
の
財
源
は
限

り
が
あ
る
が
有
効
に
活
用

し
、
町
の
発
展
に
つ
な
げ

た
い
。※

就
学
援
助
制
度
対

象
者
の
割
合
は
。

教
育
長　

平
成
25
年

度
か
ら
29
年
度
で
は
、

１
・
29
％
、
２
・
36
、
２
・

64
、
２
・
84
、
２
・
74
で
、

少
し
増
加
傾
向
。

平
成
25
年
で
全
国
平

均
15
・
42
％
、
県
平

均
６
・
61
％
で
町
は
低
い

が
、
裕
福
で
な
く
周
知
徹

底
さ
れ
て
な
い
か
、
周
り

を
気
に
す
る
人
が
多
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
教
育
委

員
会
の
取
り
組
み
方
は
。

教
育
長　

町
で
支
給

率
が
低
い
の
は
、
町

の
基
準
が
厳
し
い
と
は
判

断
し
て
い
な
い
が
、
支
給
漏

れ
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

前
橋
伊
香
保
線
の
歩

道
の
整
備
計
画
、
今

後
の
見
通
し
は
。

町
長　

吉
中
か
ら
東

側
工
区
は
平
成
28
年

度
に
地
元
説
明
会
、
29
年

度
に
境
界
立
ち
合
い
、
30

年
度
一
部
用
地
取
得
し
工

事
着
手
予
定
。
通
学
路
の

安
全
確
保
は
重
要
で
あ
り
、

歩
道
の
拡
幅
安
全
施
設
の

歩道の整備が予定されている前橋伊香保線

問

問問

問

問

答

答

答

答

答 　  
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く

前
橋
伊
香
保
線
の
歩
道
の
整
備
を

答

録画映像は
こちらをCHECK

特
集

一
般
会
計

陳
情 

他

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧

一
般
質
問

臨
時
会

視
察
・
研
修

町
の
散
歩
道 

他

※
就
学
援
助
制
度

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
、
市
町
村
が
必
要
な
費
用

の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
。

ミニ解説
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五
い が ら し

十嵐 善
よ し か ず

一  議員

「
自
殺
対
策
計
画
」
策

定
の
進
み
具
合
は
。

町
長　

現
在
、
素
案

作
り
を
進
め
て
い
る
。

平
成
31
年
２
月
中
に
計
画

決
定
の
予
定
。

職
員
、
教
職
員
へ
の

自
殺
防
止
対
策
の
研

修
状
況
は
。

町
長　

自
殺
防
止
対

策
に
特
化
し
た
研
修

は
未
実
施
。
今
後
、
※
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
実

施
予
定
。

県
主
催
の
自
殺
対
策

担
当
者
研
修
会
へ
の

出
席
状
況
は
。

町
長　

町
自
殺
対
策

計
画
策
定
担
当
職
員

２
人
と
、
吉
中
養
護
教
諭

１
人
が
出
席
。

自
殺
予
防
月
間
中
の

普
及
啓
発
活
動
取
り

組
み
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

県

作
成
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど

の
み
。
今
後
は
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
周
知
を
図
り
た
い
。

小
中
学
校
で
の
自
殺

予
防
教
育
の
現
状
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

道
徳
教
育
で
、

「
思
い
や
り
」
や
「
生
命

尊
重
」
に
つ
い
て
、
考
え

を
深
め
さ
せ
、
友
達
と
議

論
す
る
授
業
を
実
施
。
ま

た
、
小
学
１
年
生
の
動
物

ふ
れ
あ
い
教
室
で
、
命
の

大
切
さ
な
ど
を
学
習
。

児
童
虐
待
対
応
件
数

は
。

町
長　

町
に
か
か
わ

る
児
童
が
対
象
と
な

っ
た
件
数
は
18
件
。

児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
課
長　

民

間
出
版
社
発
行
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
購
入
。
全

戸
回
覧
で
啓
発
を
促
進
。

要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
、
構
成

員
と
活
動
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

構

成
員
は
、
小
中
学
校

長
、
保
育
園
幼
稚
園
長
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
長
な
ど
19
人
で
、
年
１

回
の
代
表
者
会
議
を
実
施
。

都
市
計
画
道
路
・
漆

原
総
社
線
の
全
線
開

通
へ
の
道
筋
を
。

町
長　

平
成
31
年
度

中
に
都
市
計
画
の
変

更
を
行
い
、
32
年
度
に
路

線
測
量
・
道
路
詳
細
設
計

を
実
施
。
33
年
度
以
降
、

用
地
測
量
調
査
、
一
部
区

間
の
用
地
取
得
、
工
事
着

手
の
予
定
。

答

答

答答答答

答答

答

 　ほぼ計画通り
　 に進んでいる

自殺対策計画
策定の進み
具合は

通勤時間帯を中心に、渋滞が発生する原田橋付近

答

問

問

問問問問

問問

問

　  

雇
用
数
の
水
増
し
計
上
は
な
い

障
害
者
雇
用
で
の
不
適
切
算
入
は

答
障
害
者
雇
用
の
実
態

と
不
適
切
算
入
の
有

無
は
。町

長　

群
馬
労
働
局

指
導
の
も
と
、
再
点

検
を
実
施
。
不
適
切
な
算

入
は
な
い
。

総
務
政
策
課
長　

平

成
30
年
６
月
１
日
現

在
、
雇
用
者
数
３
・
５
人
、

算
定
基
礎
職
員
数
１
６
８

人
、
実
雇
用
率
２
・
08
％
。

精
神
障
害
者
雇
用
へ

の
取
り
組
み
姿
勢
は
。

総
務
政
策
課
長　

ま

ず
は
受
け
入
れ
る
た

め
の
、
環
境
整
備
が
肝
要

と
考
え
て
い
る
。

答

答

問

問

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

周
り
に
い
る
人
の
悩
み
や

困
り
事
に
気
付
き
、
声
を

掛
け
、話
を
聴
い
て
、相
談
・

医
療
機
関
な
ど
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
人
の
こ
と
。

ミ
ニ
解
説

録画映像は
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情 

他

委
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覧
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問
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会
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修
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歩
道 
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11
月
29
日
に
第
２

回
臨
時
会
を
行
い
、

報
告
３
件
、
議
案
８

件
が
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

  
変
更
事
項

　

当
初
契
約
金
額
９

４
８
２
万
円
を
１
億

８
０
２
万
円
に
、
ま

た
工
期
は
議
決
の
日

か
ら
平
成
31
年
２
月

28
日
ま
で
を
、
平
成

31
年
３
月
22
日
ま
で

に
変
更
。

   

変
更
理
由

　

戸
別
受
信
機
の
整

備
を
当
初
の
計
画
よ

り
早
く
進
め
る
た
め

に
、
１
４
７
台
増
の

３
９
７
台
に
す
る
。

議会だより モニター会議

第２回
臨時会

戸別受信機１４７台前倒し
防災無線デジタル化請負契約の変更

議案
番号

議員名

議案名

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛
　
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

富
岡
　
大
志

大
林
　
裕
子

金
谷
　
康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内
　
憲
明

髙
山
　
武
尚

村
越
　
哲
夫

坂
田
　
一
広

飯
島
　
　
衛

岩
﨑
　
信
幸

平
形
　
　
薫

山
畑
　
祐
男

小
池
　
春
雄

岸
　
　
祐
次

馬
場
　
周
二

議案
第59号

平成３０年度防災行政無線放送施設デジタル化設置工事請負契
約の変更 ･･･上記参照 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第60号

職員の給与に関する条例の一部改正 ･･･官民較差の是正を求め
た人事院勧告に準拠するため、勤勉手当の支給率及び職員給料
表水準を引き上げる

14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第61号

特別職の職員の給与及び旅費支給条例の一部改正 ･･･職員の給
与改定に準じ、期末手当を引き上げる 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第62号

議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
･･･職員の給与改定に準じ、期末手当を引き上げる 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第63号

平成３０年度一般会計補正予算 ･･･給与改定に伴い、４２４万
円を増加する 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第64号

平成３０年度公共下水道事業特別会計補正予算 ･･･給与改定に
伴い、１２万円を増額する 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第65号

平成３０年度農業集落排水事業特別会計補正予算 ･･･給与改定
に伴い、８万円を増額する 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第66号

平成３０年度水道事業会計補正予算 ･･･給与改定に伴い、収益
的支出を１６万円増加、資本的支出を３万円増加する 14 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥　議長は採決に加わっていないため「－」で表示

第２回 臨時会賛否一覧

　１１月１５日に議会だよりモニター会議を開催
しました。退任の人には、１年間振り返っての感
想をお聞きし、新任の人には委

い し ょ く

嘱状の交付や活動
内容についての説明を行いました。議会や議会だ
よりについて、貴重な意見をいただきました。
　アンケートや会議でいただいた意見を参考に、皆
さまに関心をもっていただける広報紙づくりに取
り組んでいきます。
　退任の皆さま、１年間大変お世話になりました。
新任の皆さま、１年間よろしくお願いします。

議会だよりモニターとは
　１６人で、任期は１年です。議会だよりの内容に
ついてのアンケート調査への回答、モニター会議へ
の出席をしていただいています。
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集

一
般
会
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陳
情 

他

委
員
会
審
査
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一
覧

一
般
質
問
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時
会

視
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・
研
修

町
の
散
歩
道 

他
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「町村議会議員の議員報酬等のあり方について」
山梨学院大学大学院研究科長・法学部教授　江

え と う

藤 俊
としあき

昭 氏
　議会改革の歴史と「住民自治の根幹」としての議会を作動させていく必
要がある。議会が行政の追認機関となるのではなく、議決責任を自覚し、
住民との意見交換を考えていかなければならないとの講義を受けました。

「真の地方創生と地方議会の役割」
早稲田大学公共経営大学院教授・元総務大臣　片

かたやま

山 善
よしひろ

博 氏
　地方創生関係の計画の制定や見直しについて、議会として対応していく
必要がある。執行任

ま か

せにせず、議会としても地域の課題を把
は あ く

握し、地方創
生について提案や見直しをしていくような対応が望まれると感じました。

群馬県町村議会議長会研修会
吉岡町文化センター

群馬県町村議会
広報研修会

北群馬郡町村議会議長会研修会
榛東村役場

「コンプライアンスとハラスメント」	 日本経営協会講師　樋
ひ ぐ ち

口 満
み ち お

雄 氏
　議会の場における議員の職員への発言、議会の質疑での名誉毀

き そ ん

損な
どを、講師の実体験をもとに事例を考えました。町も議会もコンプライ
アンスの確保が重要であり、ハラスメントのない職場環境を実現し、信
頼される自治体を目指していく必要があるとのことでした。

「町村議会のあり方に関する研修」
	 山梨学院大学大学院研究科長・法学部教授　江

え と う

藤 俊
としあき

昭 氏
　町村議会をめぐる動向として、なり手不足などの問題から始まった議
会改革が検討されています。議会のあり方について、今現在の議員のためだけではなく、将来の議員のためを考えて
検討していかなければならないとのことでした。また、議員の活動や魅力を住民に伝えていくことも必要であると感
じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議長　馬場  周二）

群馬県市町村会館
パブリック リレイションズ ２０１８
　広報アナリストの吉

よしむら

村潔
きよし

氏による、議会広報研修会がありました。
　「住民に読まれ、支持される広報紙づくりのポイント」として、
①変わる議会広報　住民が身近に感じる広報へ　　②議会だよりの役割　より良いあり方　関係づくり
③定例会の広報　論点をクローズアップ　　　　　④定例会以外の広報　インタビュー　意見交換会
⑤紙面づくりのヒント　目次より中を読みたくなる見出しに
などについて、全国の市町村議会だよりを事例に、分かりやすく説明いただきました。
　後半は、玉村町・長野原町両議会だよりのクリニックを通して、良いところ是正点など学びました。
　今後一層、町民に親しまれ、読みやすい広報づくりに、生かしたいと思います。　　　　　　　  （委員長　金谷  康弘）

10/26

11/６

11/14議会広報
常任委員会

視　察　研　修　リ　ポ 　ー　ト 北海道芽
めむろちょう

室町

北海道栗
くりやまちょう

山町

神奈川県藤
ふじさわし

沢市

三重県鳥
と ば し

羽市
埼玉県杉

すぎとまち

戸町
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　芽室町議会は、全国議会改革度１位の経歴があり、「二元代
表制」としての真の役割を模索し、「追認議会」からの脱却を
目指していました。
　議会モニターやサポーターを設置し、提言その他意見を聴
取し、議会運営に反映。また、タブレット端末を議員に配布し、
議会のＩＣＴ化に取り組んでいました。
　栗山町議会は、全国で最初に議会基本条例を制定。議員が
地域に出向き、議会活動の状況を直接町民に報告し、議会活
動の意見や批判、町政に対する提言などを聴く「議会報告会」
を開催していました。
　大変すばらしく、意義ある視察となりました。

（委員長　岸　 祐次）

　杉戸町では、農産物を積極的に取り扱う飲食店や食品加工所などを、「杉戸産農産物利用店」に認定する事業
を行っていました。目的は地産地消の推進です。農産物をそのまま販売するにとどまらず、高付加価値化して販
路を拡大。６次産業化、農と商の連携、観光とのコラボレーションを期待しており、認定基準もそれに沿

そ

うもの
になっていました。平成 29 年の認定事業者は 38 店舗であり、
地元銘木店の杉の木の認定看板が授与されたそうです。
　藤沢市のリッチフィールド㈱では、相鉄グループが所有する
３千㎡のフランス製の温室を借りて、トマトとパプリカの生産
をしていました。高単価で希少な品種のみ栽培していて、顧客
はレストランチェーン店であり、一般向けに廉

れ ん か

価販売はしてい
ませんでした。
　今回の視察研修では、農業振興策と都市型農業について見聞
を広めることができました。有意義な研修であり、町の産業振
興に生かしたいと思います。　　　　   　  （委員長　平形　 薫）

　鳥羽市議会では、一般会計予算決算と特別会計予算決算は、議
長を除く全議員で審査を行っているとの事でした。また議員間討
議も活発で、集約した意見を議会から市長に提言書として提出し
ています。ＩＣＴ化の推進では、議員がタブレット端末を契約。通
知文書や委員会資料などのメール送信やクラウドによるペーパー
レス化がされていました。また、モニターにＰＣ画面を表示しての
一般質問が行われていました。
　吉岡町議会では、今後先進地事例に倣

な ら

い一般会計予算決算、特
別会計予算決算の全議員による審査方法の取り組みとＩＣＴ化へ
の取り組みで、議会が町民にとって身近になるよう、努力が必要で
あることを強く感じた視察でした。                  （委員長　小池  春雄）

議会活性化について学ぶ
北海道　芽室町・栗山町

農業振興策と都市型農業を研修
埼玉県杉戸町　神奈川県藤沢市

 ＩＣＴ化でより身近な議会に
三重県鳥羽市

10/24

10/4・5

10/11・12

議会運営
委員会

産業建設
常任委員会

予算決算
常任委員会

視　察　研　修　リ　ポ 　ー　ト
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安
全
運
転
の
励
行松

まつ お か

岡　孝
た か み つ

充さん
（陣場）

野
の じ ま

島　威
たけくに

邦さん
（南下）

サ
ン
キ
ュ
ー
会

104

塩し

お

の野
　
美み

え

こ

恵
子
さ
ん
（
漆
原
東
）

サ
ン
キ
ュ
ー
会
と
言
っ
て

い
ま
す
。
つ
い
最
近
の
事

で
す
。
県
庁
の
昭
和
庁
舎

に
お
い
て
、「
ひ
と
つ
の
輝

き
へ
」
と
題
し
て
先
生
と

生
徒
の
作
品
展
を
９
日
間

行
い
ま
し
た
。
先
生
５
名
、

生
徒
15
名
の
60
点
余
り
の

作
品
が
並
び
ま
し
た
。
大

勢
の
人
達
に
足
を
運
ん
で

　

私
は
「
吹ふ

き
わ
れ割
の
滝
」
の

あ
る
地
域
が
ふ
る
里
で
、

東あ
ず
ま

中
学
校
の
出
身
で
す
。

私
達
は
39
年
卒
で
す
の
で

も
ら
い
、
に
ぎ
や
か
に
出

来
た
事
、
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
私
達
は
50
才
を

過
ぎ
た
頃
か
ら
同
窓
会
誌

「
く
り
は
ら
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
東
中
学
校
の
前

を
流
れ
る
栗
原
川
に
因ち

な

ん

で
つ
け
ま
し
た
。
以
来
今

日
ま
で
全
て
手
作
り
、
共

同
作
業
で
進
め
ら
れ
26
号

に
ま
で
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
文
集

は
、
私
達
同
窓
生

の
宝
物
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
文

集
が
私
達
を
元
気

に
し
、
そ
し
て
強

力
な
絆
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
。

教
育
関
係
の
課
題
の

多
さ
に
驚
き

　

本
日
の
一
般
質
問
者
４

名
か
ら
、
保
育
・
小
・
中

学
校
の
教
育
に
対
す
る
援

助
・
施
設
・
環
境
等
の
関

連
事
項
の
質
問
が
あ
り
、

且か

つ
直た

だ

ち
に
解
決
で
き
な

い
課
題
の
多
さ
に
驚
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
時
期
的
に
今
日

最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た

「
町
長
の
次
期
町
政
運
営

は
」
の
質
問
に
対
し
て
、

明
確
な
意
向
表
明
が
無
く

「
で
は
い
つ
・
ど
こ
で
」

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
最
近
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
傍
聴
も

可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、

傍
聴
席
38
名
分
に
対
し

て
、
傍
聴
者
は
15
名
で
し

た
。
も
う
少
し
議
会
に
関

心
を
持
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

25
年
程
前
に
車
で
出
勤

途
上
、
信
号
機
の
な
い
交

差
点
を
右
折
す
る
際
、
道

路
を
横
断
中
の
小
学
生
が

途
中
で
突
然
立
ち
止
ま
り
、

間か
ん
い
っ
ぱ
つ

一
髪
で
重
大
事
故
を
回

避
し
て
恐
怖
に
お
の
の
く

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
「
時
間
に
追
わ
れ
て
の
焦あ

せ

り
運
転
」
を
猛
省
し
、
以
後

「
時
間
に
追
わ
れ
ず
精
神
的

余
裕
を
持
っ
て
の
安
全
運

転
」
を
肝き

も

に
銘め

い

じ
て
運
転
を

続
け
、
来
春
に
は
無
事
故

無
違
反
30
年
を
迎
え
ま
す
。

年
末
に
向
け
た
交
通
事
故

防
止
対
策
の
「
よ
し
お
か

ほ
っ
と
メ
ー
ル
」
を
目

に
す
る
な
か
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
運
転
の
励

行
に
よ
り
重
大
事
故
が

発
生
し
な
い
こ
と
を
切

に
願
う
も
の
で
す
。

金冠金章が楽しみですね

ま
た
の
傍
聴
を

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

舟
ふ な お か

岡　琴
こ と こ

子さん
（駒寄）

問１

問２

問３

条例改正後の議員定数は何人になったでしょう。
Ａ．１４人　　Ｂ．１５人　　Ｃ．１６人
補正後の一般会計予算額は何万円になったでしょう。
Ａ．７６億５６５７万円　　
Ｂ．７６億５６５８万円　　
Ｃ．７６億５６５９万円	
１２月定例会の一般質問は何人が行ったでしょう。
Ａ．３人　　Ｂ．４人　　Ｃ．５人

応募方法　
・はがきに答えの記号（例１－Ａ）、住所、氏名、年齢、
  職業を書いてください。
・ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。
   「お便りコーナー」で紹介します。
応募先　
　〒 370–3692　
　吉岡町大字下野田５６０番地　吉岡町議会事務局
応募期限　３月１日消印有効
賞品　正解者の中から抽選で５人に、図書カードをプ
レゼントします。当選者の発表は、商品の発送をもっ
て代えさせていただきます。

　前回の正解は１－Ａ、２－Ｃ、３－Ｂでした。

次の議会は３月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
ぜひお越しください。
詳しい日程などは広報よしおか３月号に
掲載されます。
また、ホームページでもお知らせします。

　
昨
年
の
健
康
寿
命
は
男

性
72
才
、
女
性
74
才
で
し

た
。
健
康
で
い
る
為
に
は
、

食
事
・
運
動
・
前
向
き
な

考
え
方
の
三
本
柱
が
あ
る

そ
う
で
す
。
吉
岡
町
で
は

保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

食
事
栄
養
の
啓
蒙
活
動
を

盛
ん
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

運
動
の
各
施
設
も
い
つ
も

賑に
ぎ

わ
っ
て
お
り
、
広
報
誌

等
を
通
し
て
参
加
募
集
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
体
力

に
合
わ
せ
て
参
加
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
一
人
で
も
運

動
は
で
き
ま
す
が
、
人
と

の
交
流
で
楽
し
く
な
り
ま

す
。
必
然
的
に
前
向
き
な

考
え
方
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

の
母
は
97
才
で
元
気
で

す
。
母
を
手
本
に
健
康

な
日
々
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 表紙の写真

イチゴ農家の勉強会
　駒小３年生が、イチゴ農家のハウスに見学に行き、
イチゴの栽培について学びました。
　３０度の暑いハウスの中で、熱心に説明を聞き、
次から次へと質問をしていました。
　目をキラキラさせながら、懸命にメモをとる姿が
印象的でした。

お母さんにならい、いつまでもお元気で

No.

122

吉岡町町政功労者表彰
町の振興発展に貢献

　１２月３日、小池春雄議員と岸祐次議
員が町政功労者表彰を受賞しました。

　　　　　小池議員　  石関町長　　岸議員　
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18

年
4
回
発
行

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

馬
場　

周
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

☎

No.122

15

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

金
谷　

康
弘

副
委
員
長　

村
越　

哲
夫

委　
　

員　

髙
山　

武
尚

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

五
十
嵐
善
一

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も 

「
よ
し

お
か
議
会
だ
よ
り
」 

を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、分
か
り

や
す
く
、興
味
を
持
っ
て
読
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
広
報
と

な
る
よ
う
、努
め
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。お
気
付
き
の
点
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
、お
聞
か
せ

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

さ
て
、そ
の
年
の
世
相
を
１

字
で
表
す「
今
年
の
漢
字
」で

す
が
、昨
年
は「
災
」で
し
た
。

本
年
は
転
じ
て「
福
」の
多
い
年

と
な
り
、こ
の
一
年
が
町
民
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
年
と
な

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

（
富
岡　

大
志
）

野
田
八
景
へ
の
誘
い

野
田
八
景
へ
の
誘
い

　上野田の地には、自然や地形に恵まれた名所
が８か所あり、これらを野田八景と名付け、折
にふれて歌を詠み楽しんできたといわれていま
す。今回はその中の３か所をご紹介します。
　「平石の名月」
　上野田宿からずっと上手にある平石のため池。
ここからは、上野田の田んぼが一望でき、さえ
ぎるものはない。澄み切った晩秋の宵に、赤城
山から上る満月は、水面に影を投げて神々しい
までの美しさ、これぞ平石の名月である。
　　平石の　夜空に寒き　影落とし　
　　雲のまにまに　うつる月かな　　　　  柳子
　現在、平石のため池はコンクリートになり家
並も増えたが、赤城山と満月の景色は、今も当
時と同じ感動を与えてくれる。
　「井堤の杜鵑」
　滝沢の上流、雑木林の深き中、万葉の古歌に
名高い「八坂の井堤」に、夏来て聞く杜鵑の声は、
一声千金の値打ちありと、古くから旅人の足を

止めさせるものがあった。
　　ほととぎす　井出の林に　鳴く声を　
　　聞かぬ日もなし　山ざとの人　　　　　重文
　「庚申塚の春雨」
　三国街道筋に立つ一里塚と榎。人々はここに
幸せを願い庚申塔を祭った。春雨にけぶる朝夕
の風情は格別である。
　　はる雨に　煙りて見ゆる　庚申塚　
　　はるけく続く　下野田の桑畑　　　　  柳子
　この一里塚は起点の高崎から４里。現在の榎
は２代目で、樹下の２基の庚申塔は、１７１４
年と１８６０年の建立である。今は家が立ち並
ぶが、下野田と赤城を見渡す雄大な風景は記憶
に新しい。
　野田八景と言われた当時の風景が思い浮かべ
られたでしょうか。ぜひ足を運んでみてくださ
い。今までとは違った感覚を覚えるかもしれま
せん。

参考文献：吉岡村誌

よ

よい

こ う ご う

ほととぎすい　  で

こ う し ん づ か

えのき

ふ ぜ い

こんりゅう

い
ざ
な

上野原

上野田

野田宿

至渋川 至
八
木
原
駅

滝沢川

明治貯水池

消防南分署

上野原集会所

北町
公会堂

前橋伊香保線
高崎
安中
渋川
線

至伊香保

高
崎
渋
川
バ
イ
パ
ス

鬼ケ橋

第一
保育園

② ③
⑤ ⑥

⑧

④ 平石の名月

① 井堤の杜鵑 ⑦ 庚申塚の春雨
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